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　山形市内の 同
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地点 に お け る室内塵中の Crγ11量 と 空中ス ギ花粉数 との 関係 を調べ た と こ ろ，ス ギ花

粉が空中に存在 しな くな っ て 2 週間ほ どの 間，室内塵中に多量の Cry　jIが存在 した．室内塵 の C厂ylI

が消失す る時期は 同
一市内に居住す る ス ギ花粉症患者の症状が消失す る時期 と一致 した．空 中ヒ ノ キ科

花粉は 空中ス ギ花粉の 飛散後期 に み ら れ る．1989年か ら1993年 まで の 調査 か ら，ス ギ花粉症患者の 症状

が消失す る 時期は，空中 ヒ ノ キ科花粉が飛散 し な くな る時期 よ り多少遅 れ る こ とが わ か っ た ．患者 の 発

症期間が 花粉飛散後に も 長引 く こ との
一

つ の 理由 に は，屋 内 に 持ち 込 まれ た花粉が 関係 し て い る 可能性

が 考 え ら れ る．
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は じ め に

　外気か ら直接ま た は人 の 衣服な どか ら，屋内に 持ち

込 まれ た ス ギ花粉 は ，空 中に ス ギ花粉が 検出されな く

な っ た後 もしぼ らく屋内に 残存す る可能性が考えられ

る．我 々 は数日 お きに 洗濯物を取 り込む部屋を中心 に

週 に 1回 の 割合 で 掃除を した 際 の 室内塵中 の Cη ブ1

の 屋内残存期間 を 調 べ ，同
一地 点 に お け る空中 ス ギ 花

粉数，
ヒ ノ キ科花粉数との関係お よ び同

一
市内 に 居住

す る ス ギ 花粉症患者 の 発症時期 との 関係を検討 し た．

材料 と方法

1）室内塵の 採集 と抽出

　室内塵 は 家庭用 の掃除機に神東塗料株式会社 の ダ ス

ト サ ン プ ラ ー
（フ ィ ル タ

ーet200メ
ッ

シ ュと16メ
ッ

シ ュ ）
1）を セ ッ ト して 採集 した，室内塵 は 週に 1 回 の 割
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Abbreviations ：　 Cry ／I　 CりPtomeh　z　iaPenica　a1 ・

1ergen　I； mAb 　monoclonal 　antibody ；　PBS −

Tween 　phosphate 　buffered　 saline 　 containing

O．05％ Tween 　20 （pH 　7．4）

合 で 床面積15畳分の 試料 （タ タ ミ の 間 （9畳 ） と板敷

ぎの 間 （5畳）の 合計）を毎週 lm2あた り 1 分 間吸引 の

同じ条件で採集 した．板敷 ぎの 間 に は数 日お ぎに 5 人

分の 洗濯物が取 り込 まれ る，窓 は 5 月初 め まで は 掃除

機を か け た後 に 10分間ほ ど開放する以外は 閉め 切 っ

た ．こ の よ う ec し て 採集 し た 室内塵 を 50メ ッ シ ュ

（φ0．3mm ）の 篩 に か け細塵を得た ，細塵中の C7y／1

は PBS ・0．05％，　 Tween 　20液 （pH 　7．4）を 細塵重量 の

100倍量加え ， 室温 で 2時間撹拌抽出 し， そ の 遠心上清

を用 い て Cry ／1を 定量 した ．

2） ス ギ花粉主要 ア レ ル ゲ ソ （Cry／1） お よ びダニ主

要 ア レ ル ゲ ン （Der　I，　 De71D の 定量

　Cry　f　Iの 定量 は 以前報告 した方 法
2｝
に 準 じ， 2種類

の Cリヴ 1に 対する モ 〃 ロ
ー

ナ ル 抗体 （mAb ，　 KW −

S131及 び KW ・S10）を 用 い た 蛍 光 サ ソ ド イ ッ チ

ELISA 法 に よ り測定 した．な お今回使用 した mAb は

ス ギ花粉以外 の 花粉 と は 全 く反応が み ら れ な か っ た ．

、Der　I と Der　IIの 測定 は 以前に 報告 した方法 に 準 じて

行 っ た 3）．ス ギ花粉中の Cry　i　Iの 安定性 の 検討は ， 新

鮮 な ス ギ花粉 0．1gを プ ラ ス チ ッ ク の シ ャ
ー

レ に 入 れ

屋 外及 び冷蔵 庫内 （5 ℃ ） に て 放 置後，2m1 の PBS
−・O．05％Tween 　20 （pH 　7。4）で抽出 し Cη ノ1を 定量

した ．
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3）空中 ス ギ 花粉数 の 測定

　空 中 ス ギ花粉は室内塵を 採集した 場所と同
一

地点の

屋外 で ダ ーラ ム サ ン プ ラ ーを用 い て 捕集 し た．ス ラ イ

ドグ ラ ス は 毎 日午前 7時 に 交換 した ．

4） ス ギ 花粉症患者 の 症状 ス コ ア

　患者 の 発症時期 は 山形盆地内に 居住 す る 7名 の ス ギ

花粉症患者 に 花粉症 日記を記載 して もらい 症状 ス コ ア

を算出し た ．日記に は 目，鼻お よ び気管支の 自覚症状を

な し （0），か る い （1 ），中 く らい （2 ），重 い （3 ）の 4 段

階で 日 ご と に 記入 して もら っ た
4，．7 名分 の 目，鼻お よ

び気管支の 各 ス コ ア の 合計値 を症状 ス コ ア と した．

ゲ ソ （Der　L　 Der　II）量 に は変化が み られ な か っ た ．

また ス ギ花粉粒子の Cry／1量 は約6pg／花粉 と見積 ら

れ る （未発裘デ ー
タ ） こ とか ら，屋内 に 持 ち 込 ま れ た

ス ギ 花粉は ピ ー
ク 時 の 3 月 20日〜 3 月 27日 に は 細塵

1g 中 に 約 4 × 106個存在 した こ と に な る．　 Table　1 に

示 した よ うに ，乾燥状態 の ス ギ 花粉 の Cη ノ1の 抗原

性は 比較的安定し て い る，従 っ て ，一度屋内 に 持ち込

まれ た花粉中の Cry／1はす ぐに 失活する こ と な く，

長期 間抗原性を保持し て お り，こ れ らの 花粉を吸入す

る こ と に な れ ば花粉症 の 発症に つ な が る もの と考え ら

れ る．

結　果

　室内塵中 の Cη iI量 は 空中に ス ギ花粉が ほ とん ど

み られな くな っ た後 も約 2週 間 ほ ど多量 に 検出 され

た ．こ れ らの 室内 ス ギ花粉は掃除機等で徐 々 に 減少し

て い くと考え られ る．室内塵中の花粉ア レ ル ゲ ン の消

失時期 は ス ギ 花粉症患者 の 症状 の 消失時期 と一
致 し て

い た （Fig．1）．対照 と し た室内塵 中の ダ ニ 主要 ア レ ル

Table　l　Stability　of　Cη ノIantigenicity

　 in　pollen　grains　stored 　in　 a　dry　state

Condition C ぴ ノ1（μ9／9P 。11en）

ー
　　
ワ臼
　

3
　　
4

5℃　　　 for　IO5　days

Outdoors　 for　 30　days

Outdoors　 for　 60　days

Outdoors　 for　IO5　days

418 ± 9甲

341±20252

±24182

± 16

　
’Each　value

・is　the　average ±standard 　deviation　of

three 　measurement ．
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　Fig．1．　 Relationship　between 　C り
厂 ノ1

，
　Der 　I

，
　Der 　II　 in　house　dust

，
　 airborne

C．iaPonica　and 　Cupressaceae　pollen　and 　symptom 　scores ，
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　Fig ．2．　Relationship　between 　 airborne

C眇 ホo〃te吻 　ノゆ gnica 　（一 ）　po！1en，　C ¢tPressaceae

pollen （
……

）and 　symptom 　scores ．

考　察

　今回 我 々 の 行 っ た 室内塵 中 の CayiI 量 の 測定 か

ら，空中ス ギ花粉 の 認 め られな くな っ た後で も室内塵

中 に Cη ノ1が 確認され，さ らに室内塵中の Cη ノ1の

消失 と ス ギ 花粉症患者 の 症状 の 消失 の 時期 が ほ ぼ
一

致

し て い た こ と か ら上 記 の 可能性を 裏付け る こ とが で ぎ

た．今回検討 した ス ギ花粉が飛 散す る時期の 平均気温

は 10℃以下 で ， まだ暖房を必要 として い た の で 測定 に

使用 し た部屋 の 窓は 長時間解放 され る こ と は な く， 屋

内 の 花粉 は 洗濯物や 帰宅時 に 衣服等に 付着 し て 持ち込

ま れた もの が 大半 と思われる．今後，洗濯物，布団，

衣服な どに 付着し て 持 ち込 まれ る花粉がどの 程 度室内

塵中 の ア レ ル ゲ ン 量に 反映 し て い る か検討する 必要が

ある と考え られ る，

　ダス トサ ン プ ラーと フ ィ ル タ
ー

は 神東塗料株式会社化成

品事業部 の 上原弘三 氏 に提供 い た だ きました ．ご 好意 に 深

謝 い た し ま す，

　 ス ギ花粉症患者 の 症状が ス ギ花粉 の 飛散時期 よ り長

引 くこ と は しば しば起 こ る こ と で あ り， 実際，我 々 も

1989年か ら同
一

市内に お い て 空中 ス ギ 花粉 数と花粉症

患者 の 症状 ス コ ア の 関係を調べ て きた ．1991年 の 例を

Fig．2 に示 した が，い ずれ の 年 もス ギ花粉が捕集さ れ

な くな っ た後 に も患者に症状が認 め られた．こ の よ う

な空中 ス ギ花粉数 と症状 に時期的なずれの 生じ る 1 つ

の 原 因 と し て ，
ス ギ 花粉 と共通抗原性の ある ヒ ノ キ科

の 花粉 の 飛散 時期が ス ギ 花粉 よ り多少遅 れ る こ と か

ら ，
ス ギ花粉 に 引 き続 き ヒ ノ キ 科の 花粉に よ っ て 症状

が長引 くこ とが考え られ る．た だ，我 々 が ス ギ花粉数

と同時 に 空中 ヒ ノ キ 科花粉数 も測定し た と こ ろ
，

い ず

れ の 年 も ヒ ノ キ科 の 花粉が ほ とん ど検出 され な い 時期

に お い て も患者に症状が み られ た （Fig．2）．そ こ で ，

発症時期が花粉 の 飛散時期 よ り長引くの は患者が屋 内

に 持ち込 む花粉が関係し て い る 可能性 が考 えられ た．
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PROTRACTED(LASTING)PRESENCE  OF  JAPANESE CEDAR  POLLEN  ALLERGEN

 (Ctyj I) IN HOUSE  DUST

Yuichi Takahashii), Hiroshi Miyazawa2), Masahire Sakaguchi3], Sakae Inouye3), Susumu  Katagirii),

            Takao Nagoya`), Masanao Watanabe4), Yoshifumi Taniguchi5i,

                   Masashi Kurimoto5) and  Hiroshi Yasueda6)

               1) 7Vie lhinagata P)efectwrat institute ofPbebtic Hbalth

               ev DopartmentofMbdicat 71echnolqgy, lvorin Universiby
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                   <O 1ft)wa Rtzsearch Instit"te, 1ft)wa Co., Lld.
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                      {V IViztionat Stagamihara Hbspilal

   We  investigated the relationship  between the amounts  of Cay 1' I in house dust and'airborne  CtrvPtomeria

7'aPonica pa11en in the  same  1ocation. Cty j I was  still detected in house  dust collected  two  weeks  after  airborne  C.
imponica pollen had disappeared. Disappearance  of  Cry :' I in house dust coincided  with  the disappearance of
$ymptoms  in the C, ittponica po11inosis patients who  lived in the same  area.  Airborne Cmpressaceae pollen appeared

during the latter half of the C. j'mponica pollen season.  Disappearance of Ctipressaceae pollen did not  coincided  with

the disappearance of the symptoms  in C, 1'oponica pollinosis patients. Therefore, sorne  symptoms  of C. jaPonica
po11inosis patients after C. J'oponica pollen disappeared from the air  may  be caused  by po11en which  had attached  to

clothes  and  been  brought indoors.

'


